
第３学年２組 音楽科学習指導案  

 
 日 時 令和６年１１月１５日（金）５校時 

場 所 附属義務教育学校前期課程 音楽室 

授業者  教諭  上代 美樹 

 

１ 題材名 「いろいろな音のひびきに親しもう」 
 

  教材名 クロック ミュージック（教育芸術社 小学校音楽 第３学年） 

 

２ 題材の目標 

(1)いろいろな音の響きや強弱、音の重なりについて、それらが生み出すよさや面白さなどと

関わらせて気付くとともに、思いや意図にあった表現をするために必要な、設定した条件に

基づいて、即興的に音を選択したり組み合わせたりして表現する技能や、音楽の仕組みを用

いて、音楽をつくる技能を身に付ける。 

(2)音色、強弱、音の重なりを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、打楽器の響きの

長さや音色を確かめながら即興的に表現することを通して、音楽づくりの発想を得たり、音

を音楽へと構成することを通して、どのようにまとまりを意識した音楽をつくったりする

かについて思いや意図をもつ。 

(3)打楽器の音の響きやそれらの組合せの特徴に興味をもち、主体的・協働的に音楽づくりの

学習活動に取り組み、いろいろな楽器の音色や重なり合う響きに親しむ。 

 

３ 授業構想と探究への手立て 

 「クロックミュージック」は、打楽器の音色や響きの特徴を生かして、時間の流れに合わせ

て音楽をつくる教材である。打楽器の音色の違いを感じ取ったり、音のつなげ方や重ね方によ

る響きの違いに気付いたりしながら表現の仕方を工夫する学習である。加えて、つくる音楽の

イメージをもち、そのイメージに合う音楽に近づけるために、音の響きや組み合わせを試しな

がら、つなげ方や重ね方を工夫することで、思いや意図を音楽で表現することができると考え

る。 

 本校では始業の合図としてのチャイムが存在しないため、本題材において「チャイムの音楽」

をつくることにし、児童がつくった「チャイムの音楽」を実際に学校で流すことで、音楽づく

りに向かう意欲をさらに高めていきたい。また、「チャイムの音楽」をつくることを通して、

チャイムが流れる時間の自分の状態や感情、思いを自然と引き出すことができると考える。 

児童がチャイムを流す時間は、１時間目から６時間目まであるため、選んだ時間のチャイム

をどのような音楽にするのかということを考える際に、「１時間目はまだ眠いから、元気な音

楽になるように、大きな音を入れたい。」「３時間目は、長い休み時間の後だから、落ち着いて

授業が始まるように流れる音楽にしたいな。」など、イメージをもち、それを音楽で表現する

ことができるようにしたい。 

「チャイムの音楽」は、基本、４、５人のグループでつくっていく。音楽をつくる際には、

教科書にある二次元コードを読み取り、デジタルワークシートを活用しながらつくる。音も流

すことができるが、音は出さずに実際に自分たちで楽器の音を鳴らしながらつくっていく。思

い（イメージ）をもち、その思い（イメージ）に近づける過程で、グループで思いや考えを伝

え合いながら、実際に音で試しながら、追究をより豊かにしていく姿を目指す。  

 

４ 本題材で扱う学習指導要領の内容 

 A 表現（３）音楽づくり ア（ア）（イ）イ（ア）ウ（ア）〔共通事項〕（１）ア 

 （本題材の学習において、児童の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている 

要素：「音色」「強弱」「音の重なり」） 

 

 

 



５ 題材の評価規準 

 

６ 指導と評価の計画（全４時間） 

次 時 ◎ねらい ◯学習内容 ・学習活動 知・技 思 態 

第

一

次 

◎音の特徴を生かし、まとまりを意識して音楽をつくる。 

１ 

◯打楽器の音の響きや重なりの面白さに気付く。 

・いろいろな打楽器を鳴らしながら、気に入った音を探す。 

・教師の腕が一回りする間に、好きなタイミングで２回鳴らす。 

・演奏する役と聞き役に分け、気付いたことを伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

◯「クロック ミュージック」の音楽のつくり方を知る。 

・教科書 P５９の「ドキドキする音楽」を聴きながら、音の出し

方、仕組みの工夫を見つける。 

・デジタルワークシートの使い方を知る。 

 

 

➀ 

知  

  

３
（
本
時
） 

 ◯音楽を形づくっている要素を（音色、強弱、音の重なり）を意

識しながら、音楽をつくる。 

・チャイムの音楽をつくることを知り、つくりたい時間を決めて、

音楽をつくる。 

・教科書の二次元コードを活用しながら、楽譜をつくる。 

・音楽の仕組みを取り入れながら工夫をしていく。 

◯中間発表をする。 

・各グループの工夫したところを見つける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思

➀ 

 

４ 
 

◯グループでつくった音楽を発表する。 

・発表を聴き合い、各グループの工夫や良かった点を伝え合う。 

・タイトルに合う音楽にするための工夫を見つける。 

◯音の特徴を生かし、まとまりを意識して音楽をつくることがで

きたかを振り返る 

 

 

 

 

➁ 

技 

 

 

 

 

 

 

 

態 

➀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

➀知いろいろな音の響きやそれ

らの組合せの特徴について、そ

れらが生み出すよさや面白さな

どと関わらせて気付いている。 

➁技発想を生かした表現や思い

や意図に合った表現をするため

に必要な、設定した条件に基づ

いて、即興的に音を選択したり

組み合わせたりして表現する技

能や音楽の仕組みを用いて、音

楽をつくる技能を身に付けてい

る。 

思➀音色、強弱、音の重なり

を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、

美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて

考え、即興的に表現するこ

とを通して、音楽づくりの

発想を得たり、どのように

まとまりを意識した音楽を

つくるかについて思いや意

図をもったりしている。 

態➀打楽器の音の響きやそれ

らの組合せの特徴に興味をも

ち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に音楽づくりの学

習活動に取り組もうとしてい

る。 



７ 本時の学習（３/４） 

(1) ねらい 
 音色、強弱、音の重なりを意識ながら、どのように、イメージに合うチャイムの音楽にしていく

かについて思いや意図をもつ。 

(2) 展開 

主な学習場面と子どもの反応  教師の支援と評価  

１．前時を振り返る。  

・どんどん楽器が増えていた。  

・呼びかけとこたえがあると、聴いていて面白

いね。  

・音がならない時間をつくりたいな。  

 

 

２．めあてを確認する。  

 

 

 

 

３．つくりたいチャイムを決めて、グループを

作る。  

 

 

４．グループでイメージを伝え合い、音楽をつ

くる。  

・楽しい感じを出すために、強弱だけでなく、

楽器の重ね方も工夫してみよう。  

・音がない時間をつくると、音楽が締まる感じ

がするね。  

・３時間目のチャイムは業間の後だから、落ち

着く感じにしよう。  

・１時間目のチャイムは目が覚めるように、強

い音を入れたらどうかな。  

 

 

５．中間発表をする。  

・まだ途中までしか出来ていないけれど、他の

グループの音楽を聴いて、自分たちにも生か

せそうだなと思った。  

・自分の出したい音やタイミングよく音が出

せるように、もっと練習したい。  

・強弱をもっと工夫してイメージに近づくよ

うにしたい。  

 

 

６．ふりかえりをする。  

・時間のイメージにもっとピッタリな音楽に

なるように、もう少し工夫を考えたいと思っ

た。  

・イメージしながら、みんなの音楽を聴くの

が、すごく楽しかったので、次の発表会も楽

しみです。  

・チャイムの時間に合う工夫をみんなが考え

ていたからすごいと思った。  

 

・前時で見つけた工夫を確認することで、要素

を意識して音楽をつくることができるよう

にする。  

・チャイムの音楽をつくることを伝える。つく

った音楽は、学校で実際に流すことで児童の

意欲を高める。  

 

 

 

 

 

・つくりたい時間を自分で選び、つくりたい時

間が同じ児童でグループをつくる。より意欲

的に活動できるようにする。  

 

・繰り返し試しながら楽譜をつくることがで

きるように、教科書の二次元コード「クロッ

ク  ミュージック③」を活用する。  

・どのように工夫すればいいのか困ったとき

のために、工夫の例をいつでも確認できるよ

うに掲示しておく。  

・自分たちでチャイムの時間を選んで音楽を

つくることで、思いや意図を明確しながらつ

くることができるようにする。  

・児童からの希望があれば、始業だけでなく、

授業の終業の音楽をつくることも認める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中間発表を行うことで、思いや意図がさらに

膨らんだり、明確になったりすることにつな

がるようにする。  

 

・次時の発表への意欲付けや、表現の高まりに

つながるような声がけをする。  

 

 

イメージに合う「チャイムの音楽」をつくろう。 

【評価（思考・判断・表現）】 

 音色、強弱、音の重なりを聴き取り、それら

の働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ取った

こととの関わりについて考え、即興的に表現

することを通して、音楽づくりの発想を得た

り、どのようにまとまりを意識した音楽をつ

くるかについて思いや意図をもったりしてい

る。（PC 端末、観察、発言） 



(3) 予想される児童の具体的な姿 
十分満足できると判断される状況  概ね満足できると判断される状況  支援を要する状況への手立て 

つくりたいチャイムのイメージ

をもち、楽器の音色や響きの特

徴、強弱、音の重なりを生かしな

がら、音をつなげたり重ねたり

している。 

つくりたいチャイムのイメー

ジをもち、楽器の音色や響きの

特徴、強弱、音の重なりを生か

している。 

イメージに合う工夫が見つ

からない児童 

→前時に見つけた工夫を一

緒に確認する。 

→友だちの工夫を参考にす

るように声がけをする。 

 

８ 自立した学び手の姿 
 本時では、基本４人のグループで音楽づくりの学習を進めていく。その際、グループを作ってか

らつくりたいチャイムの時間を決めるのではなく、つくりたいチャイムの時間を一人ひとりが決

めてからグループを作っていく。そのようにすることで、児童がより、自らの思い、イメージを音

楽とつなげることができ、主体的に音楽づくりに向かうことができると考える。  

また、始業なのか終業なのかでイメージは変わっていくため、「チャイムの音楽」をつくると提

示し、授業の始業の音楽か終業の音楽かは、児童の発想に任せることとする。イメージと音楽が、

自然とつながるようにしたい。児童自らが選ぶ機会を増やすことで、児童が自発的に思いや意図

をもち、音楽づくりに向かう自立した学びの姿を目指す。  


